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「
読
者
会
」
か
ら
『
赤
煉
瓦
』
創
刊
へ

　

全
道
庁
の
文
芸
誌
『
赤
煉
瓦
』
は
、今
秋
（
二
〇
一
二
年
）

第
51
号
を
発
行
し
た
。
創
作
を
は
じ
め
、
回
想
、
随
筆
、

紀
行
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
絵
画
・
写
真
な
ど
多

彩
な
分
野
に
退
職
者
を
含
む
三
三
人
が
寄
稿
、
Ａ
５
版
、

約
一
三
〇
頁
に
収
ま
っ
て
い
る
。
創
刊
は
戦
後
間
も
な
い

一
九
四
六
（
昭
二
一
）
年
七
月
、
同
年
五
月
に
は
全
道
庁

が
結
成
さ
れ
た
。
光
陰
矢
の
如
し
、
実
に
六
六
年
と
い
う

歳
月
が
流
れ
て
い
る
。『
赤
煉
瓦
』
は
休
刊
と
復
刊
を
繰

り
返
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
全
道
庁
史
と
表
裏
の
関
係
に

あ
る
。『
赤
煉
瓦
』
の
生
み
の
親
で
あ
る
元
全
道
庁
書
記

長
の
高
橋
実
の
自
伝
を
座
標
に
そ
の
歩
み
を
概
観
す
る
。

　
『
赤
煉
瓦
』
は
ど
の
よ
う
に
し
て
創
刊
し
た
の
か
。
そ

の
源
流
は
一
九
四
五
年
の
暮
れ
に
生
ま
れ
た
「
北
海
道
庁

読
書
会
」
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
会
に
集
ま
っ
た
若
い
道

職
員
が
や
が
て
青
年
部
を
作
り
、
全
道
庁
結
成
へ
動
い
て

い
く
。
そ
の
中
心
に
は
の
ち
に
全
道
庁
書
記
長
と
な
る

二
六
歳
の
高
橋
実
が
い
た
。
復
員
し
て
道
庁
（
行
政
事
務

室
）
に
戻
っ
た
彼
は
「
何
を
な
す
に
も
ま
ず
本
を
読
む
こ

と
」
だ
と
考
え
「
読
書
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
高
橋
が
つ

く
っ
た
呼
び
か
け
文
を
人
事
課
に
い
た
山
崎
昇
（
の
ち
全

道
庁
委
員
長
、
参
議
院
議
員
）
が
毛
筆
で
模
造
紙
に
清
書

し
、
庁
内
に
張
り
出
し
た
。

　
「
読
書
会
」
の
機
関
紙
『
い
ず
み
』
創
刊
号
の
巻
頭
言

に
高
橋
は
「
あ
わ
た
だ
し
い
世
相
に
…
真
を
極
め
、
美
を

愛
し
、
善
に
あ
く
が
れ
る
、
若
い
人
の
み
が
持
つ
純
粋
さ

を
も
っ
て
対
処
し
た
い
」「
本
を
読
む
こ
と
が
青
年
を
真

正
の
知
識
人
た
ら
し
め
、
ひ
い
て
は
新
し
き
日
本
が
要
望

す
る
文
化
人
た
ら
し
め
る
」
と
書
い
た
。「
読
書
会
」
の

会
員
は
三
カ
月
ほ
ど
で
三
〇
〇
人
に
達
し
、
や
が
て
蔵
書

も
増
え
続
け
て
「
全
道
庁
文
庫
」
と
な
り
、
道
職
員
厚
生

課
に
引
き
継
が
れ
本
庁
、
支
庁
の
図
書
室
に
発
展
し
て
い

る
。「
読
書
会
」
に
集
う
青
年
の
純
粋
で
文
化
を
追
求
す

る
活
動
が
母
体
と
な
っ
て
全
道
庁
青
年
部
が
で
き
る
。
青

年
部
に
は
文
化
研
究
科
と
い
う
部
署
が
設
け
ら
れ
、
主
と

し
て
「
読
書
会
」
を
運
営
し
つ
つ
、
講
演
会
、
音
楽
会
、

演
劇
会
な
ど
を
手
が
け
、
そ
し
て
文
芸
誌
の
出
版
が
活
動

に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

全
道
庁
が
全
道
を
網
羅
し
た
組
織
と
な
る
の
は
一
九
四

六
年
五
月
結
成
の
全
北
海
道
庁
職
員
組
合
連
合
会
で
あ

り
、
こ
れ
が
全
道
庁
の
出
発
で
あ
る
。
初
代
委
員
長
は
北

海
道
初
の
民
選
知
事
と
な
る
田
中
敏
文
で
、
大
会
宣
言
は

「
北
海
道
庁
の
民
主
化
を
実
現
し
、
民
主
主
義
新
日
本
建

設
の
一
翼
を
担
当
せ
ん
」
と
謳
っ
た
。
全
道
庁
執
行
部
に

文
化
部
が
設
置
さ
れ
、
部
長
は
芦
田
勇
で
あ
っ
た
。
芦
田

は
田
中
委
員
長
が
知
事
と
な
っ
た
こ
と
で
二
代
目
の
全
道

庁
委
員
長
と
な
る
。
彼
は
横
路
孝
弘
元
道
知
事
の
父
・
節

雄
（
衆
議
院
議
員
）
と
は
札
幌
師
範
学
校
同
期
生
だ
。「
算

数
の
横
路
、
国
漢
の
芦
田
」
と
称
さ
れ
た
秀
才
だ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
高
橋
は
こ
の
文
化
部
の
部
員
と
な
り
、

さ
っ
そ
く
青
年
部
結
成
以
来
の
夢
で
あ
っ
た
文
芸
誌
の
発

行
に
奔
走
す
る
。

　

活
字
と
明
日
の
光
を
求
め
て
い
た
時
代

　

創
刊
号
に
は
二
二
人
が
寄
稿
、
ほ
と
ん
ど
が
三
〇
歳
未

満
の
青
年
だ
っ
た
。
三
二
頁
、
頒
価
一
円
五
〇
銭
。
印
刷

部
数
は
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
な
い
。
表
紙
絵
は
高
橋
の

兄
が
描
い
た
ロ
ダ
ン
の
考
え
る
人
の
ス
ケ
ッ
チ
が
飾
っ
た

（
写
真
）。
原
稿
募
集
か
ら
編
集
ま
で
ほ
と
ん
ど
高
橋
一
人

で
行
い
、
印
刷
は
道
庁
地
下
の
印
刷
所
に
頼
ん
だ
。
活
字

に
飢
え
て
い
た
時
代
だ
っ
た
の
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
と

い
う
。
組
合
か
ら
の
補
助
は
な
く
、
売
上
金
は
印
刷
所
に

謝
礼
と
し
て
渡
し
た
。『
赤
煉
瓦
』
と
い
う
誌
名
は
全
道

庁
の
前
身
で
あ
る
職
員
組
合
が
発
行
し
て
い
た
機
関
紙

「
雑
報
赤
煉
瓦
」
に
由
来
し
、
高
橋
が
採
用
し
た
。

　
「
創
刊
の
辞
」
で
文
化
部
長
の
芦
田
は
、「
我
々
は
苫
屋

に
忘
れ
ら
れ
た
舟
を
引
出
し
、
一
日
も
早
く
帆
を
張
っ
て

明
る
い
日
本
の
光
を
目
指
し
て
舟
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

ね
。
そ
の
舟
は
北
海
道
庁
職
員
組
合
、
そ
の
光
は
民
衆
官

苦
難
と
運
命
の
『
赤
煉
瓦
』

全
道
庁
文
芸
誌
66
年
の
歩
み

　
　

井　

上　

昭　

弘

　

全
道
庁
労
連
政
策
情
報
室
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庁
の
樹
立
で
あ
る
。
そ
の
面
舵
を
と
る
べ
き
使
命
を
帯
び

て
慈
に
文
芸
誌
〝
赤
煉
瓦
〟
が
誕
生
し
た
」
と
書
い
た
。

　

の
ち
に
北
海
道
新
聞
社
に
転
身
し
た
あ
と
、
隔
月
刊
誌

『
北
の
話
』
編
集
長
で
道
新
に
コ
ラ
ム
を
書
く
こ
と
に
な

る
長
官
官
房
文
書
課
勤
務
の
八
重
樫
實
は
「
赤
煉
瓦
」
と

題
し
た
詩
を
寄
せ
た
。

　
「
…
青
い
鳥
を　

求
め
に　

道
庁
の　

厳
し
い
門
を

潜
っ
た
」「
赤
煉
瓦　

文
書
課　

毎
日　

訪
れ
る　

公
書

の　

封
筒
を　

掻
ツ
裂
い
て
…
紙
屑
箱
に
投
じ
て
ゐ
る
」

「
他
人
を　

幸
福
に　

し
て
や
れ
ば　

自
身
の
幸
福
も　

見
い
だ
せ
る
に　

違
い
な
い
…
」
と
詠
っ
た
。
高
橋
も
緒

田
治
二
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
創
作
を
書
い
た
。

　

一
九
四
七
年
五
月
発
行
の
第
４
号
は
爆
発
的
に
売
れ
た

と
い
う
。『
赤
煉
瓦
』
は
創
刊
か
ら
富
貴
堂
な
ど
札
幌
市

内
の
書
店
に
も
並
び
、
の
ち
に
全
道
庁
書
記
長
と
な
る
中

川
熊
蔵
が
書
い
た
短
編
小
説
「
る
・
ぷ
る
う
る
」
が
人
気

を
呼
び
注
文
が
殺
到
、
増
刷
し
た
。
夫
婦
と
な
っ
て
四
年

余
、
結
核
で
余
命
幾
ば
く
も
な
い
妻
と
の
心
の
交
流
を
描

い
た
こ
の
作
品
は
、
作
家
の
中
野
重
治
が
来
札
し
た
際
に

「
感
心
」
を
示
し
た
と
の
逸
話
も
あ
る
。

　

ゼ
ネ
ス
ト
中
止
と
「
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
」
の
嵐

　

一
九
四
八
年
六
月
発
行
の
第
６
号
に
開
拓
部
開
発
課
の

橋
崎
政
が
、
戦
中
、
東
京
か
ら
北
海
道
十
勝
へ
集
団
入
植

し
た
夫
婦
の
苦
悩
を
描
い
た
創
作
「
思
慕
に
就
い
て
」
を

発
表
す
る
。
彼
は
開
拓
部
の
技
術
者
だ
っ
た
が
の
ち
に
北

海
道
新
聞
社
の
社
会
部
（
の
ち
学
芸
部
）
へ
転
身
し
創
作

活
動
を
続
け
、北
海
道
新
聞
社
か
ら
『
橋
崎
政
創
作
選
集
』

（
七
七
年
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
四
七
年
一
月
三
一
日
、「
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
」
中
止

の
夜
、
組
合
の
黒
板
に
書
か
れ
た
闘
争
詩
「
嵐
は
樹
を
強

く
す
る
」
は
、
青
年
行
動
隊
だ
っ
た
橋
崎
の
作
で
あ
る
。

語
り
継
が
れ
る
こ
の
闘
争
詩
は
、
い
ま
も
全
道
庁
委
員
長

室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
赤
煉
瓦
』
は
一
九
四
九
年
の
第
７
号
ま
で
順
調
に
発

行
さ
れ
る
が
、
同
年
九
月
一
〇
日
、
突
然
の
悲
劇
が
全
道

庁
を
襲
う
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）

が
下
し
た
労
働
運
動
か
ら
の
左
翼
勢
力
の
排
除
「
レ
ッ
ド

パ
ー
ジ
」
で
あ
っ
た
。
道
庁
で
は
五
六
人
に
対
し
首
切
り

解
雇
が
通
告
さ
れ
、
全
道
庁
執
行
部
二
〇
人
中
一
二
人
が

含
ま
れ
て
い
た
。
田
中
知
事
実
現
の
原
動
力
だ
っ
た
か
つ

て
の
同
志
・
全
道
庁
三
役
を
知
事
自
身
が
追
放
し
た
の

だ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
全
道
庁
書
記
長
だ
っ
た
高
橋
は
、

後
志
管
内
余
市
町
で
開
催
さ
れ
た
臨
時
大
会
で
執
行
部
不

信
任
案
が
可
決
さ
れ
た
た
め
、
組
合
か
ら
も
追
放
さ
れ
る

事
態
に
発
展
し
た
。

　

高
橋
を
は
じ
め
と
す
る
『
赤
煉
瓦
』
創
刊
以
来
の
有
力

メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
道
庁
を
去
っ
て
行
っ
た
。
高
橋

の
後
を
継
ぎ
第
２
号
か
ら
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
前
出
の

八
重
樫
も
転
出
し
て
い
た
。『
赤
煉
瓦
』
の
発
行
は
中
断

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
創
刊
以
来
の
残
さ
れ
た
編
集
経

験
者
を
軸
に
一
九
五
三
年
、
第
９
号
で
復
刊
を
果
た
す
。

新
た
な
書
き
手
を
加
え
、
印
刷
費
は
組
合
の
会
計
に
計
上

さ
れ
、
全
道
庁
本
部
教
宣
部
の
態
勢
も
整
え
た
。
廃
刊
の

危
機
を
乗
り
越
え
た
『
赤
煉
瓦
』
は
六
二
年
の
第
20
号
ま

で
の
約
一
〇
年
間
継
続
し
て
い
く
。

　

こ
の
時
期
の
『
赤
煉
瓦
』
は
文
芸
誌
か
ら
の
性
格
を
変

え
て
い
る
。
例
え
ば
一
九
五
三
年
第
９
号
に
は
の
ち
に
自

治
労
本
部
委
員
長
と
な
る
丸
山
康
雄
が
全
道
庁
給
与
対
策

部
長
と
し
て
「
わ
れ
わ
れ
の
給
与
」
を
書
き
、
五
六
年
第

12
号
で
は
総
評
副
議
長
の
太
田
薫
が
「
賃
金
行
動
綱
領
を

【
創
刊
号
】

一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
年
）
七
月
発
行

〈
表
紙
・
カ
ッ
ト　

西
田
秀
雄
・
高
橋
秀
吉
〉

高橋（中央上）が書記長時代の全道庁書記局
（1949年６月道庁前庭）
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め
ぐ
っ
て
」
を
寄
稿
し
て
い
る
。
ま
た
「
自
治
体
労
働
者

の
階
級
闘
争
」を
巡
っ
て
の
誌
上
論
争
も
繰
り
広
げ
ら
れ
、

組
合
の
機
関
誌
的
な
側
面
が
強
く
な
っ
た
。『
赤
煉
瓦
』

を
純
粋
な
文
芸
誌
と
す
る
の
か
、
機
関
誌
と
す
る
の
か
今

も
古
く
て
新
し
い
課
題
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
優
れ
た
書
き
手
も
現
れ
る
。
一
九
五
五
年
第

11
号
に
発
表
し
、
の
ち
に
道
立
美
術
館
の
初
代
館
長
と
な

る
工
藤
欣
彌
の
創
作
「
ぴ
え
ろ
物
語
」
が
注
目
さ
れ
、
こ

の
年
の
「
北
海
道
文
学
代
表
作
選
（
昭
和
）
三
〇
年
版
」

に
掲
載
さ
れ
た
。

　

道
庁
を
追
わ
れ
た
高
橋
は
そ
の
後
、
林
務
部
に
復
職
を

果
た
す
。
高
橋
は
第
９
号
か
ら
11
号
に
「
憶
い
出
」
と

題
し
て
復
員
か
ら
「
読
書
会
」、
田
中
知
事
実
現
ま
で
の

自
分
と
全
道
庁
の
こ
と
を
回
想
し
た
。
そ
し
て
辛
か
っ

た
首
切
り
解
雇
、
復
職
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
加
筆
し
て

一
九
六
一
年
、『
皆
が
苦
労
し
た
と
き　

私
も
苦
労
し
た

話
』
と
い
う
長
い
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
一
冊
の
本
に
ま
と

め
た
。
こ
の
書
は
全
道
庁
草
創
期
の
証
言
と
し
て
も
貴
重

で
あ
る
。

　

再
び
休
刊
そ
し
て
復
刊
へ
「
人
間
復
権
」

　

高
橋
実
さ
ん
を
偲
ん
で

　

一
九
六
二
年
、
全
道
庁
、
町
村
連
、
都
市
連
の
三
者
が

統
合
し
て
自
治
労
北
海
道
本
部
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
機
関

紙
「
全
道
庁
」
は
四
七
一
号
で
終
刊
、「
自
治
労
北
海
道
」

と
し
て
再
出
発
す
る
。
統
合
で
全
道
庁
本
部
教
宣
部
も
廃

止
さ
れ
た
た
め
、
文
芸
誌
『
赤
煉
瓦
』
の
編
集
発
行
機
能

も
失
わ
れ
、
第
20
号
を
も
っ
て
再
び
途
絶
え
て
し
ま
う
。

　

労
働
運
動
は
春
闘
が
は
じ
ま
り
全
道
庁
は
公
務
員
賃
金

闘
争
を
全
面
的
に
展
開
す
る
。
処
分
覚
悟
で
ス
ト
ラ
イ
キ

に
も
突
入
、
不
当
処
分
反
対
の
裁
判
も
闘
う
。
こ
う
し
て

組
合
運
動
に
占
め
る
文
化
の
領
域
が
狭
ま
り
は
じ
め
た
。

だ
が
、
職
場
で
は
文
化
活
動
が
息
づ
い
て
い
た
。
留
萌
支

庁
で
は
職
場
の
親
睦
会
が
会
報
『
オ
ロ
ロ
ン
』
を
発
行
、

渡
島
支
庁
の
文
芸
サ
ー
ク
ル
は
『
ほ
り
』
と
い
う
会
報
を

出
し
続
け
て
い
た
。
上
川
の
林
産
試
験
場
に
は
『
に
じ
り

ん
』
と
い
う
文
芸
誌
が
活
動
し
、
札
幌
で
は
本
庁
の
若
い

職
員
有
志
に
よ
る
作
品
集
『
道
庁
文
化
』
が
生
ま
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
各
職
場
の
継
続
し
た
活
動
が
あ
っ
て
、

一
九
七
五
年
、
全
道
庁
の
組
織
強
化
長
期
計
画
の
一
環
と

し
て
『
赤
煉
瓦
』
第
21
号
が
復
刊
す
る
（
写
真
）。
六
二

年
の
第
20
号
か
ら
実
に
一
三
年
ぶ
り
だ
っ
た
。
巻
頭
言
で

森
尾
曻
全
道
庁
委
員
長
は「
甦
る
人
間
復
権
の
職
場
文
芸
」

と
題
し
、「
労
働
者
の
手
に
よ
る
文
学
は
ま
さ
に
人
間
復

権
と
い
う
点
で
労
働
運
動
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
」「『
赤

煉
瓦
』
は
何
に
も
代
え
が
た
き
自
治
労
全
道
庁
の
人
間
性

復
活
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

そ
し
て
『
赤
煉
瓦
』
が
い
く
た
び
か
ピ
ン
チ
に
な
っ
た
時
、

そ
の
流
れ
を
継
承
し
よ
う
と
す
る
職
場
文
芸
活
動
が
絶
え

な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

復
刊
を
成
し
遂
げ
た
『
赤
煉
瓦
』
は
順
調
に
発
行
を
重

ね
る
が
三
度
目
の
転
機
が
訪
れ
、
発
行
が
中
断
す
る
。
堂

垣
内
保
守
道
政
の
矢
継
ぎ
早
の
合
理
化
攻
撃
と
の
総
力

戦
と
な
る
対
決
を
経
て
、「
未
知
と
の
遭
遇
」
と
な
っ
た

一
九
八
三
年
の
横
路
道
政
の
誕
生
は
全
道
庁
の
今
後
の
行

方
を
左
右
す
る
大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
。
復
刊
以
来
の
本

部
担
当
者
の
交
代
や
ベ
テ
ラ
ン
編
集
委
員
が
他
界
し
た
こ

と
も
重
な
っ
た
。
全
道
庁
は
一
四
総
支
部
代
表
者
を
編
集

委
員
に
加
え
る
な
ど
新
た
な
試
み
で
も
う
一
度
編
集
態
勢

を
整
備
す
る
。

　

こ
う
し
て
一
九
九
〇
年
に
は
『
赤
煉
瓦
』
第
30
号
記
念

号
を
発
行
す
る
。
以
後
休
む
こ
と
な
く
年
一
回
発
行
し
、

二
〇
一
二
年
第
51
号
ま
で
続
い
て
い
る
。『
赤
煉
瓦
』
を

創
刊
し
た
高
橋
は
「
サ
ヨ
ナ
ラ
ダ
ケ
ガ
人
生
ダ
」
と
い
う

自
身
の
葬
式
の
シ
ナ
リ
オ
を
第
30
号
に
発
表
し
た
。
お
経

は
あ
げ
な
い
。
代
わ
り
に
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
交
響
曲
第

四
〇
番
を
式
場
に
流
す
。
献
花
の
後
は
車
座
に
な
っ
て
焼

酎
を
飲
ん
で
も
ら
う
。
高
橋
は
九
六
年
、
七
六
歳
で
こ
の

世
を
去
っ
た
。
葬
儀
は
「
シ
ナ
リ
オ
」
ど
お
り
だ
っ
た
。

第
35
号
は
『
赤
煉
瓦
』
の
生
み
の
親
で
あ
る
高
橋
実
追
悼

号
と
な
っ
た
。
私
も
寄
稿
し
『
赤
煉
瓦
』
と
と
も
に
歩
ん

だ
運
命
の
高
橋
を
偲
ん
だ
。（
文
中
、
敬
称
略
）

＜

い
の
う
え　

あ
き
ひ
ろ＞

	

第
21
号（
復
刊
第
１
号
）

一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
年
）
八
月
発
行

〈
表
紙
絵
・
高
橋
欣
也
、
題
字
・
藤
原
義
弘
〉


